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定
じょう

の山古墳と寺山南山古墳の発掘調査速報展を開催します 
 

平成 29 年度に堺市が実施した定の山古墳の発掘調査において、前方部の濠から円筒埴輪

や家形埴輪、土師器小型壺が出土するなど、多くの発見がありました。また、平成 28 年度

の発掘調査で寺山南山古墳の造り出しから出土した家形埴輪の復元作業が本年度に完了し

ました。 

これらの調査成果を一般の皆様に広く発信することを目的として、下記のとおり発掘調査

速報展を開催します。 

 

記 

 

○開催時期   平成 31年 3月 5日（火）～3月 31日（日） 

 ○内 容     本速報展は、平成 29 年度に実施した定の山古墳の発掘調査で出土し

た遺物および寺山南山古墳の家形埴輪を展示し、説明パネルや写真パネ

ルを用いて調査成果について解説します。 

【展示予定遺物】 ※約１０点 

・定の山古墳出土遺物 

           円筒埴輪、家形埴輪、土師器小型壺 

         ・寺山南山古墳出土遺物 

           家形埴輪 

○会 場    堺市博物館 古代常設展示場 

（堺市堺区百舌鳥夕雲町 2丁【大仙公園内】） 

○開館時間   午前 9時 30分～午後 5時 15分（入館は午後 4時 30分まで） 

〇休館日    月曜日(祝休日は開館) (3月 11日・3月 18日・3月 25日) 

〇観覧料    一般    200円（160円） 

        高・大学生 100円 （70円） 

        小・中学生 50円 （30円） 

        ※（ ）内は 20名以上の団体 

        ※堺市在住の 65歳以上の方、障がいのある方は無料(共に要証明書) 

        ※堺市在住・在学の小・中学生は無料 

 

  

  

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 文化部 文化財課 

直 通 072－273－6101 

内 線 4650 

ＦＡＸ 072－273－5984 



 

 

 

 

 

 

 

寺山南山古墳出土家形埴輪 

【定の山古墳出土円筒埴輪について】 

定の山古墳の濠から出土しました。直径 23cm、

残存高 38 ㎝の円筒埴輪です。 

 埴輪の表面には、線刻があります。 

 

【定の山古墳について】 

〇墳丘長 69m の帆立貝形前方後円墳 

〇堺市北区百舌鳥梅町 1 丁所在 

〇5 世紀後半頃の築造 

定の山古墳出土円筒埴輪 

【寺山南山古墳出土家形埴輪について】 

 寺山南山古墳の造り出しから出土しまし

た。大きさは、長辺 31.5 ㎝、短辺 26.5 ㎝、

高さ 35.2 ㎝で、屋根は切妻(きりづま)式です。

屋根の部材や柱は線刻により表現していま

す。 

 

【寺山南山古墳について】 

〇長辺 44.7m の方墳 

〇堺市西区上野芝町 1 丁所在 

〇履中天皇陵古墳の陪塚と考えられる 

〇5 世紀初め頃の築造 

〇国指定史跡 

〇世界文化遺産登録をめざす古墳のひとつ 

線刻 


